
 

 交渉の一部を切り取り「こだわらない」を成果だと打ち出す。           

 

 Y 君は３月８日の講演の中でこう述べています。「闘申１ 号の５ 項目の３ 番目の項目に所定

昇給額を算出基礎にしないというのを求めた。そしたらそこんところで会社からは「所定昇給額を

算出基礎にこだわらない」という回答を得たわけですね。・・・そのような確認をしたのにも関わ

らず「所定昇給額を算出基礎にする場合もある」っていうことを会社は言ったの。こういう議論は団

体交渉の中では会社は言っていません。」 

 また、４月２日に行われた講演ではこのように述べています。「団体交渉が終わった時、東労

組が格差ベアにこだわらないという回答を出したら、すぐさま勤労速報で格差ベアにこだわる事も

ある。あれなんですよ。あれが会社のやり方なんです。つまり、わざと対立を起こしている。あん

な回答していないですよ。団体交渉のメンバー誰にきいても」 

つまり、Y 君は会社が「所定昇給額を算出基礎にこだわらない」と団体交渉で答えたにも関

わらず、わざと組合と対立を起こすために「必要な場合には、所定昇給額を算出基礎とするベ

アを行うことがある。」と勤労速報に出してきたという主張です。 

しかし、真実は全く違います。会社は、闘申１号第１回交渉（２月２３日）では「所定昇給

額に基づく方法を今後使わないのかということならば、時々の情勢に合わせて使うこともある。全

否定はできない。」と答えていますし、第２回交渉（２月２６日）では「組合は反対かもしれな

いが、所定昇給額ということもやることもある。」と回答しています。 

 以上の団体交渉のやり取りを見ても「格差ベアの永久根絶」とはとても言えない団体交渉で

の議論となっています。 

 

闘申１号の交渉後（２月２４日）、Y 君は N

君に文言を指示し中央闘争委員会情報№９

を作成しました。 

交渉議事の一部を切り出し「ベアの実施は

「所定昇給額」にこだわらないことを確認」

と見出しに書き、「会社内に存在した「格差ベ

ア」はＪＲ東労組が終止符を打った！」とだ

れも言っていないことを書いて情報を発行

しました。 

それを見た会社は２月２５日勤労速報を

掲出し、「昨年度の交渉においても全く同様

の回答をしていますが、今後のベアの実施方

法を限定する約束をした事実はありません。」

と反論をしています。 

つまり Y 君は、自らが先頭で闘いを作り出

してきた１８春闘において、大量脱退と会社

からの脱退工作、労使共同宣言の破棄という

事態に直面し、なんとしても「指名スト」戦

術を解除し最悪の事態を回避しようとした

のではないでしょうか。 


